
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
質
問
の 

一
）

答

弁

第

一

号 

    

衆
議
院
議
員
大
矢
省
三
君
外
一
名
提
出
相
互
銀
行
の
解
約
手
数
料
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

内
閣
衆
質
第
一
号 

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 

林 
 

讓 

治 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
大
矢
省
三
君
外
一
名
提
出
相
互
銀
行
の
解
約
手
数
料
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

無
盡
契
約
の
解
約
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
業
務
方
法
書
に
定
め
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
相

互
銀
行
へ
の
転
換
後
に
お
け
る
新
規
契
約
に
つ
い
て
は
、
解
約
手
数
料
は
、
契
約
給
付
金
千
円
に
対
し
て
十
円
以
内
、
即
時

拂
の
場
合
に
は
二
十
円
以
内
の
割
合
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

但
し
、
相
互
銀
行
転
換
前
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
無
盡
会
社
当
時
に
認
可
を
受
け
た
事
業
方
法
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

つ
て
い
る
。
無
盡
契
約
は
、
定
期
積
金
と
性
質
を
異
に
し
、
予
定
掛
金
の
集
計
が
あ
つ
て
始
め
て
予
定
の
給
付
が
可
能
と
な

る
仕
組
で
あ
り
、
し
か
も
中
途
に
お
い
て
給
付
す
る
義
務
を
負
い
、
且
つ
、
募
集
、
集
金
等
に
多
額
の
経
費
負
担
が
あ
る
た

め
、
契
約
不
履
行
の
場
合
に
は
損
害
賠
償
の
意
味
で
契
約
者
に
若
干
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
を
予
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。 

右
の
解
約
手
数
料
の
割
合
は
、
最
高
限
度
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
各
会
社
と
も
極
力
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と

も
に
預
金
の
積
極
的
吸
收
に
よ
る
資
金
量
の
増
大
に
伴
う
收
益
面
の
改
善
に
意
を
用
い
、
逐
次
そ
の
引
き
下
げ
を
実
行
し
て 



中
途
解
約
の
場
合
の
無
盡
掛
金
に
利
子
を
つ
け
る
考
え
は
、
無
盡
契
約
の
本
質
か
ら
困
難
で
あ
る
の
で
更
に
検
討
す
る
こ

と
と
い
た
し
た
い
。 

い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




